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本稿は，順接確定条件を示す接続詞として取り扱われている「それで」，「そこで」，
「だから」の 3 語が，随筆ではどういった機能を持って用いられているのかを明らかに
し，またそれが，随筆テクストのジャンル特性とどう関わるのかについて考えるもので
ある。
1 ．接続詞と指示詞について
1 ． 1 ．結束性をめぐる問題
今回分析対象とする語句は，いずれも接続詞という品詞に属するが，「それで」「そこ
で」についてはソ系指示詞との連続性も認められる。こういった接続詞や指示詞はいず
れもテクスト（文章）を構成する上で不可欠な性質である結束性（cohesion）に寄与す
るものである。そこで，テクスト分析の手法をとる本研究を始めるにあたり，まず結束
性について概観しておくことにする。
テクストの結束性を議論した嚆矢であるHalliday & Hasan（1976）では，“Cohesion
（結束性）”を，「ある要素の解釈を別の要素に依存させることによって構造的には関連
しない要素同士を結びつけ，テクスト性を達成する言語的手段」と捉え，Grammatical 
Cohesionの手段として，指示，代用，省略，接続等を挙げている。また日本語テクスト
の研究でも，結束性（cohesion）はしばしばとりあげられているが，亀山（1999）では
「様々な言語手段を使っての言語的つながり」と考え，具体的には指示や接続等がその
役割を果たすと指摘する。一般に，「指示」とは，文脈から何をとりあげるか，どうつ
ないで後に渡すかという点で，発信者の解釈と変形を伴うものである一方，「接続」は，
文脈の論理的な展開の方策を示すものと考えられる。ここから結束性については，接続
よりも指示のほうがより直接的な役割を果たしているとするのが妥当かと考えられる。
この文章の結束性に関わる接続詞と指示詞といった品詞に対する文章論研究における
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扱いについては，日本語の文章論の先駆けである時枝（1950）では，接続詞と代名詞は
ともに「文章展開の重要な標識」と認めるが，接続詞は，「文章の展開に重要な役割を
持つもの」である一方，代名詞は，「分裂展開する思考を集約して，これを統合する任
務を持つものである」と両者の特性を分けている。
これに続く市川（1978）では，文脈展開の形態としての「文をつなぐ形式」として，
以下のように整理が行われている。
（ａ）前後の文（あるいは節）相互を直接，論理的に関係づける形式。　　（接続詞等）
（ｂ） 前文（あるいは前節）の内容を後文（後節）の中に持ち込んで前後を内容的に関
係づける形式。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（指示語等）
（ｃ）その他の形式。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（助詞・文末等）
ここでも，接続詞と指示詞はともに「文をつなぐ形式」に含まれるものの，その方法
には差異があると考えられている。
一方，森岡（1973）では，接続詞とは，事実上すべてが他の語もしくは辞からの転成
とみられ，ソ系指示からの転成の度合いの問題が議論され，両者の厳密な判別は困難で
あると，接続詞と指示詞の性質の連続性が指摘されている。加えて，接続詞の性質につ
いては，先行文の内容をとりこみ「従属節」の代わりに用いられるといった，指示と重
なる機能が認められていることからも，両者は極めて似かよった働きをするものと考え
られていることは明らかである（注 1 ）。
1 ． 2 ．文章論研究における「それで」「そこで」「だから」の位置づけ
まず，国語史の研究としては，青木（1973）が，「それで」は近世前期の上方語，「そ
こで」は室町時代の中世語，「だから」は近世後期江戸語と，各々の起源が異なって
いることを指摘しているほか，佐藤編（1977）では，近世に接続詞の種類は増大し，
「そ」「それ」系の接続詞が急激に増加したとされている。
文章論研究においては，文法論的文章論の体系化を行った永野（1972）は，文の連接
関係の類型の中で「展開型」という「前の文の内容を受けて，あとの文でいろいろに展
開させる関係（いわゆる順接型）」に「だから，それで，そこで」を挙げている。
また市川（1978）は，「文の連接関係の基本的類型」として，「論理的結合関係（順接
型・逆接型）」「多角的連続関係（累加型・対比型・転換型）」「拡充的合成関係（同列
型・補足型・連鎖型）」を挙げているが，この中の「順接型」は，「前文の内容を条件と
するその帰結を後文に述べる型」で，「だから，そこで，それで」は，この中の「順当」
にあたる。また，この類型において特徴的ともいえる「連鎖型」については，「前文の
内容に直接結びつく内容を後文に述べる型（接続語句は用いられない）」であり，「「ま
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かぬ種ははえぬ。」ということわざがある。たしかにその通りだと思う。」や「出来るだ
けのことをすればよいのだ。わたしはそう考えた。」といった典型例としての指示表現
が指摘されており，これは前節で取り上げた結束性の問題とも深くかかわるものといえ
よう。
2 ．「それで」「そこで」「だから」をめぐる先行研究
本章では， 3 語の機能について具体的な議論を展開している先行研究をまとめておき
たい。以下，「それで」「そこで」「だから」のいずれかに特化した議論を見ていく。こ
れらは，基本的には順接の接続詞という共通の性格を持つものの，個別に研究対象とし
てしばしばとりあげられている。
まず，「それで」については，ソ系指示からの転成という視点から，三上（1972）に
おいて，次のような叙述が見られる。
現場指示のソレが方向性を持った指示作用があるのに対し，文脈指示詞のソレは方
向を失い，指示作用を失って先行詞に言及するだけの代名詞的な表現形式へと変化
した。さらに接続詞のソレは，文脈指示のソレが副詞的な合成をし，一層形式化が
進み，その代名詞的な機能も漠然としたものになった。
ここでは，接続詞における「ソ」系指示機能の形骸化，消失が指摘されているが，「そ
れで」は指示作用を潜在的に含み，それが接続詞としての機能と共存しているという見
解もあることにも注意が必要である。
また近年では，意味論的な見地から分析を行った森田（1989）のように，「それで」
とは，「前の話を了解したうえで次の事柄へと移る発想。前の文を後件の原因と認め
る」といった見方もある。
日本語教育からの研究としては，有賀（1993）が，コミュニケーション能力向上を目
指し，接続詞「それで」の対話場面における分析を行っている。それによると，「それ
で」の用法は，大きく「順接（因果関係）」と「添加」とに分けられるとする。そして
前者は，「のべたて型」（例：仕事ができてしまって。それで切符をあげたの。）と「認
め（発見）型」（例：今朝娘が孫をつれてきてくれまして，……それで元気なお顔をし
ているのね。），後者は，「のべたて型」，「展開要求型」（例：いつなんですか，それでケ
ガは？），「展開予告型」（例：それで相談とは？）があるとしている。また「のべたて
型」以外は，対話で主に用いられるという特徴が挙げられている。
結束性との関係については，佐久間（2002）が，接続詞「ソレデ」が連文を話題に
よってまとめ，段を成立させる点で，結束性へ関与していることを指摘している。
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次に「そこで」については，森田（1989）において，「前の事柄を一段落つけてから，
新たにそこから引きおこされた事態を提起する」ものであり，「強い因果関係は必ずし
も必要ない」という特性が指摘されている。これはつまり，ある場面を設定してその場
面の事態に対処するために起こす意志的行動（意志的）や，その事態からおのずと落ち
着く状況（自動的）で，「すると」という接続詞に近いものと見る点が興味深い。
「だから」については，蓮沼（1991）による，対話における「だから」の機能の研究
が注目される。これによると，大きく 2 つのタイプ，すなわち，「独話型に還元可能な
用法（何らかの因果関係の接続を担う）」ものと「独話型に還元不可能な用法（誤解や
意見の対立に見られる）」とに分けることができるとしている。そして後者については，
「Ａ聞き手の発話意図の明確化を求める」と「Ｂ聞き手に正しい理解を求める」という
形式を認めている（注 2 ）。
最後に，「それで」，「そこで」，「だから」のいくつかを比較対照することで，その違
いを検討した先行研究を挙げておきたい。
まず川本（1976）は，「それで」は先行文に推量の表現，後続句に意志の表現ができ
ないのに対して，「だから」にはこういった制限はなく，接続助詞「ので」に近いとい
う考えが示されている。これはすなわち，「雨がひどく降っています。（　　　）旅行は
やめさない／やめましょう。」という文章において，「だから」は可能だが，「それで」
は入れることができず，後続文が「やめました。」という事実を表す形であれば，「それ
で」を入れることができるという見解である。
また田中（1984）では， 3 種類の表現を以下のように分類している。
・ソレデ：承前の接続
　　　　　（必然的な関係を示す。必然的な事象の接続。）
・ソコデ：転換の接続
　　　　　（まったく別の話を切り出したり，新たな話題をもちだすとき。）
・ダカラ：承前の接続
　　　　　（原因・理由根拠などを導いて，結果・結論・帰結に結びつける。）
さらに比毛（1989）では，次のような分類が見られる。
・ソレデ＝あらゆる現象の「原因－結果」の関係を客観的に関係づける。
・ソコデ＝ ある主体をとりまく客観的な状況についてかたる文と，そうした状況に
おける主体の積極的で意図的な行動についてかたる文との論理的な関係
付け。
・ダカラ＝ 主体の論理的な考え方や態度，評価などがつよく全面におしだされる。
話し手が相手にある動作の実行をもとめる理由やわけを正当化したり，
わたしの要求を当然のこととして説明したりする場合。
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特に「だから」と「それで」を対比的に扱った研究である岡部（1998）は，「ソレデ」は，
文脈で明らかになっていような場合を除いて，後件には非事実的命題（＝推量など）は
来られないのに対し，「ダカラ」は，後件に事実的命題も非事実的命題（＝推量など）
も可能とする。
最後に，話し言葉における「ソレデ」と「ダカラ」を分析した三井（1999）における
各々の用法を，整理して示しておくことにする（注 3 ）。
ソレデの用法
①　 新しい話題や事情を説明，前置き的。話し言葉のみ。（例：それで，お願いとい
うのは。）
②　 前を受けてはいるが因果関係なし。順接的。書き言葉に近い。書き言葉の「そこ
で」に相当する。（例：それで，だんだんエスカレートして……）
③　原因と結果。書き言葉本来の用法。
④　 時間的順序「そして」「それから」に近い。（例：きれいな花が咲いて，それで 2 ，
3 日たっても枯れていないで……）
⑤　語調を整える・強め・合いの手。話しことばのみ（例：それでね，聞いて聞いて）
ダカラの用法
①　前件と後件が因果関係を伴い論理的に結びつく。本来的な用法。
②　 呼応が明確でなく，後の説明を引きだす。（例：これは払ったやつなんでしょ？
うん。だから払ったやつなんだけど。）
③　後件が省略。因果関係不明確。（例：だから～クン）
④　調子をととのえる・強め。「とうとう」や「結局」の意味での「だから」。
以上，三語に関する先行研究を概観してきたが，次章ではこれらをふまえ，随筆テク
ストにおける機能を中心に各々の特徴について考えていくことにする。
3 ．分析：随筆に見られた「それで」「そこで」「だから」の実際
今回のコーパスは，『文芸春秋』（1999.4～2003.8）の「巻頭随筆」500編である（注 4 ）。
本研究では，先行研究をふまえ，「Ａ因果関係」「Ｂ順接・添加・継起」「Ｃ転換・話題
の始まり」「Ｄ文脈指示」「Ｅ発話意図」の 5 つの用法を認めることとした。この中で特
に，接続詞としての傾向が強いものはＡ，Ｂ，Ｃであり，指示詞としての傾向が強いもの
はＤである。Ｅは接続詞と指示詞両方の性格を併せて持っているといえる。
ところで随筆は，書き言葉というテクストのジャンルに含まれるものだが，「それ
で」「そこで」「だから」の文脈における用法を観察したところ，談話的，すなわち読み
手（受信者）の存在を強く意識し，それを前提として用いている用法が観察された。こ
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の点については，ＡやＤがテクスト的（文章で多く用いられる＝独話的）であるのに対
して，Ｅは談話的（相手を意識している＝対話的）という傾向を示すものと認められる。
またＢの中の「添加」については，他の「順接」や「継起」がテクスト的であるのに対
して，談話的であるという特性が見られた。
以下，各々の用法の出現数を示しておく。（（　　）は，各語句の中での出現数％。）
それで そこで 　だから
Ａ　因果関係 5（14） 24（26） 95（91）
Ｂ　順接・添加・継起 10（29） 22（24） 7（ 7）
Ｃ　転換・話題の始まり 0（ 0） 39（43） 0（ 0）
Ｄ　文脈指示 20（57） 6（ 7） 0（ 0）
Ｅ　発話意図 0（ 0） 0（ 0） 1（ 2）
　　合　計 35（100） 91（100） 103（100）
このように三種類の接続詞の用法には，それぞれの特徴が認められた。以下では，ま
ず，ソ系接続詞との関係が深い「それで」と「そこで」の用例についてとりあげ，次に
「だから」について見ていくことにする。
3 ． 1 ．「それで」「そこで」について
ソ系指示からの連続性を内包するこの 2 つの接続詞は，先行文脈に何らかの指示され
る対象があり，その点において指示機能が明確である。よって接続詞でありながら，テ
クスト前文の内容を後文に持ち込み，先行するテクストの情報の累積と集約を行うと
いった「結束性」の性格が強い。
加えて，指示が根源的に有していた機能，すなわち指示特有の関係概念（指示語の体
系の中にもともと存在した話し手と対象との関係性）が，テクストの中でも発揮される。
これは，コは眼前，ソはやや離れたもしくは文脈指示，アは遠方もしくは記憶への言及
という特徴であるが，これらの中でソ系が持つ特性が保持されやすく，その結果，こう
した形の接続詞が現在でも多用されると考えられる。
またこれらの接続詞では，「だから」に比べて後件の帰結や結果の内容が重視される。
これは言い換えると，内容展開を積極的に進める働きと見ることもできる。すなわち，
「原因や根拠を示そうとする姿勢」といった前件を明確に強調するというのはなく，前
件と後件の流れを優先し，その連続性を明示するのである。この場合，前件は後件の前
提（ソ系指示の内容）といった程度の位置づけにあり，後件およびその後の展開に興味
や意識が向いている。結果的に，「だから」に比べて，論理的な接続を示すという意識
が希薄である場合に用いられることが多いという特徴も認められた。
以上から，指示と接続の双方の機能を保持しているということがいえるが，以下では
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「それで」「そこで」の用法を，具体例を示しながら見ていきたい。
①　「それで」について
全部で35例の用例があり，出現位置の内訳は，文頭17例，文中18例であった。以下，
特徴的にみられる性格をいくつか挙げていきたい。
まず，随筆テクストでは，「それ＋で」という形に分解が可能である指示の用法が圧
倒的である。さらに，「Ｂ順接・添加・継起」のように前から後へとつなげていくと
いった，話し言葉において好まれる用法も比較的多い。これは，随筆テクストが持つ談
話的特性と大きく関わるものと考えられ，特に「添加」のように「……それで……。そ
れで……。」と時間や場所の流れを示すような用法で，自由に話を展開する談話的なタ
イプが多く見られた。また後件の内容にも特徴が見られ，書き手の意見や行動，判断に
基づく事実が示されることが多く，前件を受けてその変化や結果を示す内容を先へと展
開していく性格を持つ。
〈「それで」の用例〉
Ａ　因果関係： 5 例
（例 1 ）
が，今年七月二十四日の東京は，摂氏三十八度一分を記録した。私方の屋根は，半
分が瓦葺きで，半分がトタン屋根である。気象庁発表は大手町にある百葉箱の中で測
定した摂氏三十八度一分であって，私の部屋がある二階のトタン屋根の下では摂氏
四十五度二分だった。これには因業者の私も，ついに音を上げた。頭が朦朧として，
仕事が出来ない。出版社や新聞社の編輯者は，自分は冷房の効いた部屋の中にいて，
早く原稿を書いてくれ，とらんこらんこ言うてくる。それで，七月二十五日，近所の
電気商会へ言って，クーラーを取り付けてもらった。五十六歳にしてついに節を屈し
たのである。私は実はもう強情な猫ではないのである。ああ，情けない。
（2001.10「強情な猫」車谷長吉・作家）
「出版社や新聞社からの催促があった」という事実がもととなり，それに応えなくて
はいけないため，不本意でありながらも，結果として「クーラーを取り付けてもらう」
ことになったという「原因―結果」の関係である。
Ｂ　順接・添加・継起：10例  
（例 2 ）
聖なる心臓交換をめぐる西の世界の物語である。だが不思議なことに私には，その
尼僧院長ベネデッタの姿が和田心臓移植の和田氏の面影に重なって浮かび上がってく
随筆テクストにおける「それで」「そこで」「だから」の用法について28
社会学部論叢　第20巻第 2 号2010. 3〔40〕
る。
それでふたたび思いだすのが，インド密教における心臓瞑想の技法のことだ。そこ
では古く月輪観という冥想法が知られていた。
（1999.5「心臓物語西と東」山折哲雄・白鳳女子短期大学学長）
このタイプには，「原因―結果」という性格が多少含まれてもいるが，順接として文
をつなぐ形と認めるほうが自然である。「それで」を含む文は，事実を示してはいるが，
内容としては「心臓瞑想の技法を思いだす」という書き手の「行動」ととらえることが
できる。
Ｄ　文脈指示：20例
（例 3 ）
おなじ時代の言葉に，うどん玉というのがあった。ゆでたうどんを一食分，ゆるく
玉のように丸めたものだ。台の上に敷いた葦簾の上にならべて，食料品店で打ってい
た。おなじようなものはいまもあると思うが，新聞紙を小さな四角に切ったものを店
のおばさんがなれた手つきでじょうごのようにし，そこへうどん玉を入れてくるっと
丸めて手渡してくれる，というような状況は完全に消えた。うどんに新聞の活字が転
写されているのを見ながら，醤油をかけて食べてお昼はそれでおしまい，という庶民
生活も消えた。
（2002.7「死語と遊ぶひととき」片岡義男・作家）
これは，「それで」の使い方の中で最も多いタイプで，「それ」は「新聞紙にくるま
れたうどんに醤油をかけたもの」という事物を指し，直後の「で」が手段を示している。
またこのタイプでは，「それでもって」など連語の用法もいくつかみられた。
ＣとＥについては，「それで」の用例はなかった。
②　「そこで」について
「そこで」は，全91例中，文頭に出現した用例が圧倒的（61例）であった他，随筆テ
クストにおける中心的な用法は「Ｃ　転換・話題の始まり」であった。後件の内容につ
いては，純粋に事実を示すものが34例に対し，書き手の意見や行動などを示すものが57
例と多かった。
また随筆では，「それで」（35例）よりも「そこで」（91例）のほうが多用されている
ことから，「そこで」がつなぐ前後関係が，随筆というジャンルが持つテクストの文脈
展開，構造と類似しているのではないかということが予想される。つまり，随筆という
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ジャンルにおいて，まず「事実」を語り，続けてそれに対して自由に筆者の「考え」を
述べるという構造が多いことと，「そこで」という接続詞が用いられる時の文脈展開の
典型といえる「「客観的事実」提示＋「そこで」＋「主観的意見」提示」との間に類似
性が見られるということである。「そこで」の後件の「主観的意見」の提示は，直接的
な書き手の「意見」の他，書き手の「行動」や文脈を通じて行われる書き手の判断に基
づいた「事実」といった，間接的な形での意見提示をも含む。この間接的な意見の提示
という手法については，ソ系が持つ客観的性格にも関係するものとみられ，同様の現象
は，「それで」においても見られた。この点は，「これで」「ここで」といったコ系指示
との性格の差とも結びつく事実ではないかと考えられる。
〈「そこで」の用例〉
Ａ　因果関係：24例
（例 4 ）
ヨーロッパでは騒音をなるべく消して，静寂な時間をもちたいという願望がつよい
ようだ。そこで，列車に乗ってもつぎに停まる駅名の車内アナウンスがないことがお
おい。
（2000.4「空白恐怖症」石毛直道・国立民族学博物館館長）
（例 5 ）
話が決まってから本番まで約四週間しかなかった。普段は軟式野球で投手を務めて
いるので，すぐに硬球で投球練習を始めた。実を言えば，この春『古田式』（太田出
版）という本を作るために，スワローズの古田捕手とキャッチボールをした。その時
は，体調が万全ではなく，思ったように投げられなかった。そこで今回は，慎重にト
レーニングを重ね，オーバーワークにならぬよう注意した。
（2001.10「夢のマウンド，マウンドの夢」周防正行・映画監督）
これらの「そこで」はいずれも「だから」と交換可能であり，論理的関係が明確なも
のであるが，例 4 は，「理由と事実」という関係で，「そこで」を含む文の内容は，書き
手の推測とそこから導き出される事実である。例 5 は，「根拠と判断」の関係で，「そこ
で」以下には判断に基づく行動が叙述されている。
Ｂ　順接・添加・継起：22例
（例 6 ）
その日，缶詰売場の前で立ち止まっていると，僕の背中にある種の殺気が突き刺さっ
た。なんだろうと後ろを見ると，五十代くらいのおばさんがスッと僕の視線を避けたで
はないか。
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ピンとくるものがあった。もしかして，あのおばさんは万引き保安員ではないだろう
か。これはテレビで見たことがある。万引きを見つめて五十八年みたいな強面のおばさ
んが，次々と万引き犯を掴まえていく痛快シリーズだ。
その保安員の名前を思い出せない。確か「剃刀のお竜」みたいな異名で語られていた
はずだ。
そこで，番組が言う万引きの綱領を思い出してみた。
（2001.6「万引きの綱領」池上永一・作家）
事実を時間の流れに沿って続々と列挙していく形で「順接」の例である。前件と後件
がなめらかに展開していき，「というわけで」といったニュアンスをもつ用法とみるこ
とができる。このＢグループに含まれるテクストについては，その内容が，肩のこらな
い軽い内容の読み物が非常に多く見られたことも注意したい。　
Ｃ　転換・話題の始まり：39例
（例 7 ）
二年前に，洛北の町屋に越して，見える山が変わりました。今度の山は大文字の次
に点火される妙法の松ヶ崎の万灯籠山。日々の景色に溶け込んでいる山に登りたいと
思うのが，人情。ところが大文字以外は文字の道が狭く，つまり逃げ場所がない。そ
のために部外者の入山には厳しく，去年は忍び込んだものの，消防団の人にあっけな
くつまみ出されてしまいました。
そこで今年です。夫が学生のころ，お世話になった大家さんの実家が妙法の，妙の
字の，町内会だときき，頼み込みました。
（2001.10「京都，五山送り火」麻生圭子・エッセイスト）
（例 8 ）
そういうお父さんにあて私は四通目の手紙でこう書いた。
「そこでもう一つ率直に言わせてください。猪野さんは昨晩人々の見る目について
話しておられました。人々の好奇の目，イヤなものです。しかし，猪野さん，詩織さ
んのことを考えてあげてください。彼女は好奇の目に遭う機会すら奪われてしまいま
した。……
（2001.8.「刃のゆくえ」鳥越俊太郎・キャスター）
例 7 は，去年の事実と今年の方策という大きな内容の「転換」として用いられたもの
であり，例 8 は，テキスト内での手紙文という新しい話題の始まりの部分である。こ
れは，「さて」といった接続詞が入るような箇所で，前の内容をうけてはいるが，内容
（場所・時）が変わる文脈で用いられている。
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Ｄ　文脈指示：6例
（例 9 ）
パルク・ハリハランさんは昭和初期，詩聖タゴールがカルカッタ近郊に創設した私
塾大学シャンティニケタンで絵画を学ぶ学生だった。そこで彼は日本人留学生の友を
得た。友人は実に豪快・快活で，ヒマラヤ山脈を横断し，カイラス一周も成し遂げた。
（2003.5「インド在住六十五年目の死」小島卓・ジャーナリスト）
「そこ」とは，私塾大学シャシテインケタンという場所を指示している例である。文
脈指示の用例はすべてこういった「そこ」が具体的な場所を指し示すタイプであった。
Ｅについては用例がなかった。
3 ． 2 ．「だから」について
「だから」については，「A因果関係」を示す接続本来の用法が圧倒的で，特に後件
（「だから」の後）の示し方にバリエーションが見られた。
また，客観的な指示詞のソ系を含んだ「それで」や「そこで」に比べて，後件で自分
の気持ちを直接示す叙述と結びついていることが多く，客観的な姿勢を持って叙述され
ているとは感じにくい表現が続いていた。
更に前件がカバーする範囲が，「それで」や「そこで」に比べて広く，前後の内容と
後件の内容とをゆるやかに結ぶ傾向が強いということも特徴である。実際の用例におい
ては，全103例中，前件の内容が前文のみとされるのは21例で，直接指している範囲の
分量が比較的狭くても，そこから間接的に指す部分が広がる場合が多い（注 5 ）。
〈「だから」の用例〉
Ａ　因果関係：95例
（例10）
噺家ってものは，黒紋付き以外は着ないもんだった。色付きを着たのは落語以外の
諸芸人だけ。だから“色もの芸人”と言ったんですよ。上方では漫才が主流だったか
ら，砂川捨丸師匠はじめ漫才師が黒紋付きで，色ものとして出ていた落語家が派手な
高座着だった。若けえ連中はものを知らねえんで，よわったもんですよ。
（2002.9「ハマに笑いのいい風を」玉置宏・横浜にぎわい座館長）
（例11）
最近の中継で多いのは，やたらにVTRでのリプレイを見せること。打者が打席に
立つたびに，第一打席のリプレイ，第二打席のリプレイ，という具合に全部おさらい
をしている。だからぱっと見て，せっかくの生中継がナマに見えない。
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（2002.9「いらぬオマケ」赤瀬川原平・作家）
（例12）
頂上に立ちたいという気持ちは当然あるが，それ以上に，山をとりまく環境やそ
こに関わっている人びとにも興味がある。だから，より困難なルートをめざしたり，
〇〇横断などといった記録を残すことよりは，そこでなにを感じ，どう伝えていくか
ということが，ぼくにとっては重要なのだ。
（2001.9「チョモランマへの道」石川直樹・早稲田大学 4 年生）
（例13）
第一線の医療現場で肺ガンの診断と治療に従事しながら小説を書く。そんな生活を
十数年続けていた三十八歳のある朝，病棟回診を終えて外来に向かう廊下で，それま
でどこかで堰き止められていたらしいありとあらゆる心身の不快感が突然あふれ出し，
私はその場に立っていられなくなった。
深呼吸，ストレッチ，安静……。既知の手段を用いてなんとか自分を制御しようと
するのだが，できない。だから，たまらなく不安になる。脈が速くなり，視野が狭く
なってきて，ああ，このまま死ぬのかなあ，と末端から身体の芯に迫る冷えを感じな
がら絶望した。
（2001.4「パニック障害とつきあって十年」南木佳士・作家・内科医）
（例14）
この感じを日本に持ち帰り，今度こそ，いつの間にか鈍くなったりしないようにし
たい。東京に住んでいても，旅しているときと同じように，周りに起こっているすべ
ての小さいことまできちんと感じて生きてゆきたい。同じ瞬間の同じ景色を二度と見
ることは出来ないし，同じ人と一生一緒にいることも出来ない。欲張っても出来るこ
とは決まっている。だからせめて，自分の一瞬一瞬を，どれだけ覚醒させて生きてゆ
けるか。そのことを欲張りたい。
（1999.5「旅をするように」利重剛・俳優・映画監督）
（例15）
こちらの男たちは母親から大事にされる前に，母親を大事にすることを教育される。
男の子だからと優遇されるよりも，男だから我慢しなさいという教育方法だ。だから
イギリスの男の人は苦労を感じさせる気配り型が多い。そして女性はやたら気が強い。
（2000.7.「英国紳士は大和撫子」カズコ・ホーキ・パフォーマンス・アーティスト）
これらの「Ａ因果関係」は，いずれもきわめて論理的につながる用法で，「だから」
の中心的な用法ということができる。いずれも，後件だけではなく，前件も重要な内容
を含んでおり，後件については強い書き手の主張，書き手の存在がアピールされ，事実
が叙述されている場合でも，単なる事実の提示を行うにすぎないような例は極めて少な
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い。以下，各例について具体的にみていきたい。
例10では，後件は単純に事実を表し，文脈は論理的に展開しているが，「若けえ連中
は……」の部分の書き手の困惑を下敷きとしての「事実」が示されている。例11も，後
件が事実を表しているが，ここには明らかに筆者の「怒り」という「感情」がこめられ
ている。例12は，一見，後件が事実を示しているように見えるが，その内容は筆者の
姿勢であり，「自分は～を大切にしたい」という主張とみるほうが自然である。例13は，
後件が筆者の危機的状況（心情＝不安）を示す。この文章で描写されている場面はかな
り深刻な状況であるが，この部分に「それで」や「そこで」を入れてしまうと，その緊
迫感が薄れてしまい，しっくりこないことに注意したい。これは「だから」という接続
詞が持つ一つの性格と認めることができるだろう。例14は，それまでに述べてきたこと
を下敷きにした極めて強い主張を示す。冒頭からこの「だから」のセンテンス（文章の
ほぼ結尾部）まで，すべて「旅」のことが叙述されており，その直後に「だから」を伴っ
て，テーマと関わる主張が提示されたスタイルとなっている。例15も，例14と同様に後
件は事実を示しているが，それはテクストのテーマと直接に結びつく内容である。
Ｂ　順接・添加・継起： 7 例
（例16）
私は，関西生まれの関西育ち。だから，就職も……。となるはずだったのが東京へ。
なんのご縁か，合格させてくれたのは今の会社だけだったからだ。これは進藤家史上，
最大の事件だった。
（2000.3「私はファミコン」進藤晶子・TBSアナウンサー）
例16は，後件の内容が省略されているのが特徴であり，「Ａ因果関係」に入れること
も可能だが，この省略によって結びつきが弱まってしまっている点で，「Ｂ順接・添
加・継起」に含まれると判断される。その他この種類に含まれる例としては，力士が人
目に立つところでさまざまな形での気分転換を行っていながら公的な義務を果たさない
ことについて，多くの具体例を挙げて説明を行い，それに対して「「だから大相撲はダ
メなのだ」といわれるのだろう」という結論を導く内容のものがあった。この場合，気
分転換の諸例が長く叙述されることによって，その事実の独立性が高まり，それに対す
る書き手の結論との結び付きがゆるくなってしまった結果，因果関係が希薄になったと
いえる。
Ｃ，Ｄについては用例がなかった。
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Ｅ　発話意図： 1 例
（例17）
質疑応答の場面では，二つの政党から敵意剥き出しの集中砲火を浴びた。被害妄想
の人間が立法府を侮辱するのはけしからんというのが自民党。政府部内でシナリオを
描いてきた「税務等行政分野における共通番号制度に関する関係省庁連絡会議」や
「ICカードアプリケーション識別子（AID）付番・登録方法検討会」の存在と活動内
容を丁寧に説明しても，だからどうした，聞く耳持たぬではお話にもならなかった。
（1999.8「コドモの学級会」斎藤貴男・ジャーナリスト）
これは，地の文の中に談話的表現が入り込んだ例である。
4 ．まとめ：随筆テクストにおける「それで」「そこで」「だから」
冒頭でも述べたように，これらはいずれも順接確定条件の用法を持つ接続詞とされて
いる一方，各々の語に特化して，その意味について規定した先行研究もみられた。今回
の分析では，随筆ではこれら三者は共通する性格が一部認められながらも，テクスト内
においては役割分担があることが明らかになった。
全般的な特性としては，まず，「それで」「そこで」は指示語「それ」「そこ」を含み，
ソ系指示詞の転成として，テクストの中では指示的な機能（結束性の関与）が強く認め
られ，指示と接続の両機能を持っていることから，純粋に接続だけを担っている接続詞
「だから」とは異なる性格が認められた。また，三者のいずれにも認められる「因果関
係」を示す接続本来の用法は，「だから」が中心的に担っていたことが注目される。
以下，三種の接続詞の特徴を整理していきたい。
4 ． 1 ．それで
随筆の「それで」は，順接の確定条件を示す接続詞として，本来の「原因－結果」（因
果関係）を示す用法は少なく，最も多いのが「それ」が指示として機能している用法で，
文脈内容を前から後へとつなげていったり，前提や仮定を示してそれに続く必然的な事
象を接続する用法がそれに続く。
また「それで」は，事柄のなりゆきを文章の流れに沿って叙述する帰結重視の用法が
多く，その帰結部分（後件）は，書き手の「行動」や判断に基づく「事実」が多い。こ
れは，前後をなめらかにつなぐ用法と見ることができ，随筆テクストが持つ「話し言
葉」的なジャンル特性と深い関わりをもっている。一般的に，話し言葉と書き言葉の接
続詞の用いられ方は同一ではないが，共通点もあり，随筆テクストは，「話し言葉的な
接続詞が多い書き言葉」という傾向が見られることがこうした点にも表れているといっ
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てよいだろう（注 6 ）。
4 ． 2 ．そこで
随筆テクストでは「それで」に比べて「そこで」の用例が多かった（注 7 ）。これは，随
筆テクストが，基本的に自分が経験した「こと」を語り，それに対しての「思い」を述
べるというジャンルであり，前件の客観的提示と後件の主観的提示とを結ぶという「そ
こで」が持つ機能が，随筆のジャンル的特性と合ったことと関係するのではないかと
考えられる。随筆は前節で述べたように，談話的な要素が濃いジャンルでありながら，
「それで」と「そこで」の用いられ方に違いが見られる点は興味深い。
さて，具体的な用法としては，「転換」，すなわち新たな話題を持ち出す用法が一番多
い。因果関係や順接的な用法はいくつか見られるが，「そこ」が具体的な事物や場を指
示する機能はあまり見られない。また，「それで」よりも前後の因果関係を明確に提示
することが多く，ここから，「そこで」のほうがより「だから」に近い働きをしている
と考えられる。
また，「そこで」は用例の性質がバラエティに富んでいたが，テクスト内容と用法が
リンクしている傾向が顕著で，たとえば，「因果関係」は論理的で固い内容に，「順接・
継起」や「転換」は身辺雑記や柔らかい内容に多出していた。ちなみに「指示」は様々
な内容に見られ，特に傾向はなかった。
その他，「そこで」の後件における内容の特徴として，書き手の意見や判断が明示さ
れていることが多かった。但し，主観的提示とはいっても直接考えを示すばかりではな
く，筆者の行動や判断に基づいた「事実」を示すことも多いことから，見かけ上，事実
をつなげるような形になるパタンが頻出したが，これはソの客観的性格が強く影響して
いるのではないかと考えられる。
こうした「そこで」のふるまいを通して，随筆というジャンルでは，書き手は自分の
考えを示しながらも，「主張している」態度をあからさまにするのではなく，客観的な
姿勢を保った形での表現が行われているということが明らかになったといえよう。
4 ． 3 ．だから
随筆テクストにおいて，「原因・理由・根拠」を明確に示そうとする，つまり論理的
な「原因－結果」の関係が成立する場合には，圧倒的に「だから」が好まれる。ここか
ら，今回の 3 語の中で「だから」は純粋に接続詞的な用法といってよい。
また「だから」は，前件と後件とを対等の関係で結び，前件である原因をしっかり
と示す特徴があるのに対して，「そこで」と「それで」は後件の帰結部分に中心があり，
今後の展開が重視されている点に大きな違いがある。
更に「だから」が用いられる場合，前件は広いテクスト部分をカバーし，後件はそれ
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に基づいた書き手の意見（及び行動）が示されることが多い。すなわち，比較的はっき
りと書き手が意見を提示したいという含意がある場合に好んで使用される傾向が見られた。
一般的に，随筆のジャンルでは，内容的にそのカバーする幅が広く，しかも日記や紀
行文，身辺雑記のようなものが中心であり，書き手の主張が強烈なテクストは認めがた
い。しかしあえて自分の考えを示そうという目論見に基づいて書かれるようなタイプの
テクストがこのジャンルには存在していることも事実であり，それがテクストの表面に
現れ，論説文に近い体裁をとる場合もあれば，主張が潜在し，読み手がそれを感じ取る
ように書かれる場合もある。いずれにしても，この場合は内容を論理的に展開していこ
うという書き手の意図が存在し，その際に，因果関係の「だから」を用いてそれを示す
傾向が見られた。
以上のことと関連して，「だから」の後件の叙述内容については，「テーマ」「主題」
「題名」に関係する場合が圧倒的であったが，これは「だから」の持つ論理的な性格と
関係するのではないかと考えられる。
以上，本稿では「それで」，「そこで」，「だから」について，随筆テクストにおける用
法を見てきたが，今後は，ソ系指示代名詞を含むこれらの接続詞において，ソとコのと
りかえが可能か否か，またその効果はどういったものか，さらに随筆以外のジャンルの
テクストとの比較などを課題としたいと考えている。
注
（注 1 ）大石（1971）では，日常談話の接続詞の用法として，以下のＡ～Ｄを挙げる。
　 　　　Ａ　前の語・句・文と後の語・句・文とをつなぐ役割をしているもの。
　 　　　Ｂ 　前の語・句・文と後の語・句・文とをつなぐという関係が明確にとらえにくい
けれども，一つの意味を受けて，次の表現を導き出す役割を果たしているもの。
　 　　　Ｃ　つなぐはたらきをまったくもたない，（中略）接続表現のはたらきをなさないもの。
　 　　　Ｄ 　言葉の中絶や不整表現のために，ABCのいずれに属するかの判断の立たないもの。
　 　　これは，談話という音声言語を対象としたものだが，接続詞の働きの様々なレベルが
示されているものとして参考になる。
（注 2 ）「独話型に還元可能な用法」では，
　 　　　　（喪服を着ると）どんな女でもよく見えるって，よく男の人いいますね。
　 　　　　だからいい女はもっとよく見える。
　 　　「独話型に還元不可能な用法」では
　 　　　　Ａ　聞き手の発話意図の明確化を求める
　 　　　　　　　由子「私にはよくわかったのよ。桐子が秋山さんを好きだって気持ちが」
　 　　　　　　　桐子「だから，どうだっていうの？」
　 　　　　Ｂ　聞き手に正しい理解を求める
　　　　　　　　（夏枝が良雄に外に出るように指示した後で）良雄「まずいよ，此処じゃ」
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　 　　　　　　　夏枝「だから外っていってるのよ！」
　 　　という例が挙げられている。
　 　　特に，後者のＢについては，長い音律で言われることが多い。「ダカラ私ハ～と主張
（命令）シテイルノダ。」という含意があり，自分の発言の土台となる情報や知識を既
有のものとして扱う，発言の威力強化などの性格を持つという説明が行われている。
（注 3 ）以下，三井（1999）が用いたコーパスにおいて，使用例が多い順に用例を列挙している。
（注 4 ）筆者が日本語非母語話者と思われるものは除外してある。
（注 5 ）ちなみに，前件部分に該当する内容が，同文及び前文に含まれるといった狭い範囲を
カバーする例は，「それで」においては，35例中17例（約49%），「そこで」においては
91例中39例（約43％）であり，「だから」はこれらに比べてもらかに少ない（20％）。
（注 6 ）随筆テクストが持つこうしたジャンル特性については，高崎・新屋・立川（2007）に
述べた。
（注 7 ）三井（1999）は，分析した職場における女性の言葉のデータにおいて，「それで」129例，
「そこで」 0 例，「だから」265例という結果が見られたことに対し，以下のような見解
を示している。
　 　　「今回の談話資料では「そこで」は 1 件も使われていない，会話という話し手の主体的
な意志が出やすい場では，「そこで」の客観的な状況提示がふさわしくないのであろう。
また，「それで」の使用範囲の広さも，話しことばにとって都合がいいのではないだろ
うか。」
主要参考文献一覧
青木怜子（1973）「接続詞および接続詞的語彙一覧」鈴木一彦・林巨樹編『品詞別日本文法講
座 6 　接続詞・感動詞』明治書院
有賀千佳子（1993）「対話における接続詞の機能について―「それで」の用法を手がかりに―」
『日本語教育』79　日本語教育学会　pp.89-101
庵功雄（1996）「指示と代用―文脈指示における指示表現の機能の違い―」『現代日本語研究』
3 　 大阪大学文学部　pp.73-91
市川孝（1978）『国語教育のための文章論概説』教育出版
黄淑燕（1998）「〈累加〉から〈展開〉へ―いわゆる接続詞分類の一試案―」『現代日本語研究』
5 　大阪大学日本語学講座　pp.139-150
大石初太郎（1971）『話しことば論』秀英出版
岡部寛（1998）「ダカラとソレデの違いについて」『現代日本語研究』 5 　大阪大学日本語学講
座　pp.53-64
亀山恵（1999）「談話分析：整合性と結束性」田窪行則他編『岩波講座　言語の科学7談話と文
脈』岩波書店　pp.93-177
川本喬（1976）「新情報・旧情報の表現」『講座日本語教育　第12分冊』早稲田大学
佐久間まゆみ（2002）「 3 接続詞・指示詞と文連鎖」野田尚史他編『日本語の文法 4 　複文と
談話』岩波書店　pp.117-189
佐藤喜代治編（1977）『国語学研究事典』明治書院
随筆テクストにおける「それで」「そこで」「だから」の用法について38
社会学部論叢　第20巻第 2 号2010. 3〔40〕
信太知子（1989）「接続語と独立語」『講座日本語と日本語教育 4 　日本語の文法・文体（上）』 
pp.276-301
高崎みどり・新屋映子・立川和美（2007）『日本語随筆テクストの諸相』ひつじ書房
田中章夫（1984）「 4 接続詞の諸問題―その成立と機能―」鈴木一彦・林巨樹編『研究資料日本文
法　第 4 巻　修飾句・独立句編　副詞・連体詞・接続詞・感動詞』明治書院　pp.81-123
時枝誠記（1950）『日本文法　口語篇』岩波全書
永野　賢（1972）『文章論詳説』朝倉書店
西由美子（1998）「日英語の新聞社説における接続表現―文の連接をめぐって―」『言語文化と
日本語教育』15  お茶の水女子大学日本言語文化学研究会　pp.24-36
蓮沼昭子（1991）「対話における「だから」の機能」『姫路獨協大学外国語学部紀要』 4 　pp.137-
153
比毛博（1989）「接続詞の記述的な研究」言語学研究会編『ことばの科学 2 』むぎ書房　pp.49-
108
飛弾村遙（2005）「指示詞と接続詞のかかわり再考―「それ＋で」から「それで」への連続性―」
『立教大学ランゲージセンター紀要』14　pp.3-20
三上章（1972）『現代語法新説』くろしお出版
三井昭子（1999）「第 7 章　はなしことばの「だから」「それで」」現代日本語研究会編『女性
のことば　職場編』ひつじ書房　pp.155-173
森岡健二（1973）「文章展開と接続詞・感動詞」『品詞別日本文法講座 6 　接続詞・感動詞』明
治書院　pp.7-44
森田良行（1989）『基礎日本語辞典』角川書店
Halliday, M.A.K. & Hasan, R.（1976） Cohesion in English. Longman
追記：本研究のコーパスは，平成15～16年度科学研究費補助金（基盤研究C2）（課題番
号15520296　研究代表者　高崎みどり）「日本語の談話における結束性の研究―『文藝
春秋』巻頭随筆を対象として」を用いました。
